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函
館

市
文

化
ス

ポ
ー

ツ
振

興
財

団
で

は

市
民

に
一

度
見

て
頂

き
、

聞
い

て
頂

き
、

体
験

し
て

頂
き

た
い

と
質

の
高

い
も

の
を
安

価
に

提
供

す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

又
、	

こ
れ

か
ら
伸

び
よ

う
と
す

る
新

人
、

地
元

の
人

を
参

加
さ
せ

る
事

業
を
や

る
こ

と
に

よ
っ
て

市

民
に

一
つ

の
モ

チ
ベ
~
ン

ヨ
ン

を
与

え
市

民
参

加
型

文
化

の
推

進
活

動
と
な

る
.

加
盟

団
体

の
方

針

芸
術

性
を
高

め
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ

を
図

る
こ

と
を
第

1
義

に
し
て

い
る
。

基
礎

、
基

本
を

し
つ
か

り
身

に
つ

け
る

と
と

も
に

自
ら
の
技

量
、

力
量

を
高

め
る

こ
と

エ
イ

テ
ィ
ブ
な

新
た

な
も
の

を
創

造
す

る
と
い

う
意

気
込

み
で
取

り
組

ん
で

い
る
。

後
継

者
の

育
成

に
意

を
注

い
で
活

動
し
て

い
る
。

更
に

ク
リ

函
館

の
場

合
は
供

給
よ

り
需

要
が

少
な

く
、

ま
た
受

け
皿

と
な

る
量

が
少

な
い
。
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最
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ご
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協
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い
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小
笠
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孝

会
長

◎
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目
	
我
等
の
生
業

◎
ゲ

ス
ト

函
館
市
文
化
団
体
協
議
会

事
務
局
長
	
佐
藤
	
壽
一

氏

◎
会

長
報

告
	
小
笠
原
	
孝

会
長

O
理

事
会

の
報
告

が
あ

り
ま

し
た
。

へ
ご
提
出
下
さ
い
。

O
ポ

リ
オ
プ
ラ
ス
募
金
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
下
さ
い
。
今
後
は
た
第

2
週

例
会
に
募
金
箱
を
廻
し

ま
す
。

O
ク

ラ
ブ
例
会
変
更
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函
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R
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R
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C
.
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函
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亀
田
R
.
C
.
3
1
日

の
例
会
は
共
に
移
動
例
会
で
す
。

O
ロ

ー
タ
リ
ー
ヮ
ー
ル
ド
を
回
覧
致
し
ま
す
。
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石
橋
	
会
員
…
…
結
婚
祝
の
お
花
を
頂
き
ま
し
た
。

田
畑
	
会
員
…
…
B
O
X
に

協
力
。

中
野
	
会
員
…
…
創
立

4
0
周

年
記
念
の
概
要
が
ほ
ぼ
決
ま
り
ま
し
た
。

佐
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会
員
…
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B
O
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協
力
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¨
.
今
日
は
い
い
天
気
で
す
ね
。

※
3
月

1
1
日
現
在

9
3
2
,
8
0
0
円
の
ご協

力
で
す
。
今
後
も宜

し
くお

願
い
致
し
ま
す
。
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◎
幹
事
報
告
	
増
田
	
定
雄

幹
事

O
会

員
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。
異
議
の
申
し
立
て
の
あ
る
場
合
は

3
月

1
8
日

ま
で
に
書
面
に
て
理
事
会

▼

ー

0
卓

磨
	 「

函
館
文
化
活
動
に
携
わ
っ
て
」

文
化

団
体

協
議

会
と

は
.

市
内

各
文

化
団

体
の
連

絡
を

密
と
す

る
と

の
を

日
的

に
し
て

出
発

し
て

お
り
ま
す

。
昭

和
3
9
年

に
1
5
・

1
6
団

体
で

出
発

会
員
構

成
で

す
。

函
館

で
文

化
活

動
を

し

(
1
5
1
,

函
館

市
文

化
団

体
協

議
会

事
務

局
長
	

佐
藤
	

壽
―
―
氏

共
に
、

そ
の

健
全

な
発

展
と
市

民
文

化
と

の
向

上
を
図

る

し
た

の
で

す
が

、
現

在
は

、	
6
0
団

体
8
0
o
o
人

弱
の

て
い

る
か

た
の

3
分

の
1
位

で
す

。

加
盟
団
体
の
ジ
ャ
ン
ル

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
1
5
団

体
が
あ
り
ま
す
。

教
育
文
化
、
文
芸
、
美
術
、
書
道
、
茶
道
、
華
道
、
盆
石
、
着
付
け
、
洋
楽
、
演
劇
、
邦
舞
邦
楽
、

謡
曲
、
詩
吟
、
等
。

VV

函
館
の
文
化
活
動
は
、

非
常
に
多
く
の
方

が々
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
そ
の
レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

又
、
女
性
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

文
化
団
体
協
議
会
の

4
つ

の
事
業

1
	
市
民
文
化
祭

2
	
市
民
文
化
交
歓
の
集
い

3
	
分
団
四
季
に
よ
る
広
報
活
動

4
	
意
欲
の
あ
る
若
者
達
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
発
表
会

加
盟
団
体
の
な
か
で
は
、
函
館
の
み
な
ら
ず
全
道
、
全
国
、
世
界
へ
発
進
し
て
い
る
団
体
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
個
人
で
は

勝
幸
恵
先
生

(
小
川
、
井
野
さ
ん

)

団
体
で
は
ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
、
野
外
劇
、
子
供
歌
舞
伎
な
ど

今
、
教
育
界
で
は
、
知
、
徳
、
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
形
成
が
望
ま
れ
子
供
た
ち
の

(
心

の
教
育
〉

が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
心
の
問
題
を
論
ず
る
と
き

(
真
・
善
・
美

)
の
高
い
価
値
を
求

め
る
人
間
こ
そ
が
豊
か
な
心
を
備
え
た
人
間
と
云
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
芸
術
、
文
化
は
そ
の
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
云
え
る
。
人
間
を
人
間
ら

し
く
育
て
る
即
ち

(
情
操

)
を
養
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、調

和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
人
間
育
成
に
芸
術
文
化
は
お
お
き
く
関
わ
る
も
の
と
も
考
え
ま
す
。

人
づ
く
り
の
柱
の

1
つ

に
芸
術
文
化
の
振
興
を
揚
げ
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。

函
館
の
芸
術
、
文
化
活
動
に
つ
い
て

函
館
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

函
館
文
化
団
体
協
議
会

上
記

2
つ

の
機
関
団
体
は
、	
日
頃
か
ら
互
い
の
役
割
を
踏
ま
え
な
が
ら
連
携
を
は
か
り
つ
つ
活
動
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
年
に
数
回
市
教
育
委
員
会
の
方
々
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
活
動
の
方
向
等

|
こ つ
いて

も協
議
の場

を設
け函館

市
の文
化
活
動
の推
進
に努
め て

お
ります

。


